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ff
l

學
會
雑
誌
第
四
十
八
卷
笫
九
號

.:

.

地
所
有
が
荏
狂
ず
る
限
り
經
濟
外
强
制
が
存
.お
す
る
が
、
所

謂

「

經
濟
外
强 

制」
的
現
.象

：(

封
建
的
支
配
隸
從
關
係)

.
の
存
在
の
指
摘
は
封
建
的
土
地
所 

有
の
論
證
に
十
分
で
.は
な
い
。
-
こ
の
點f

來
の
地
主
制
殘
存
.の
論
證
に
對
し 

て
も
格
：理
出
來
る
の
で
は
.な
い
が
と
考
え
る
。

.

四

農
地
改
i

に
お
け
る
亩
作
農
的
土
地
所
有
を
規
定
す
る
半
封
建
的
諸
關
係 

を

"

补̂
办
同
體
の
物
質
的
蓮
盤
と
し
て
の
山
林
.

.水
利
"
に
求
め
、
 

そ
れ
ら
が
勞
働
過
程
に
對
し
て
共
同
體
的
規
制
を
有
.じ
て
い.

る
.ベ=

經
濟
外
强 

.制)

た
め
に
、
自
作
農
的
土
地
所
有
全
般
が
自
由
i

民
的
土
地
所
有
な
ら
ざ
' 

る
性
格
に
規
定
さ
れ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
こ
の
見
解
は「

員
^
ヰ
日
_」

の
理
解
に
お
い
て(

勞
働
過
程
，の
規
制
者
と
し
，て
の

役
割
を
も
ふ
く
め

て)

、
 

又
改
本
後
の
山
林
.
採
軍
地
を
そ
の
ょ
ぅ
な
共
㈣
體
的
規
制
の
基
盤
と
卽
斷
す 

る
點
に
お
い
て(

I.
L

I

称
所
有
は

そ
れ
自
體
に
お
い
て
.

は
封
建
的
で
な
い
、
共
同 

體
の
莱：

盤
と
い
シ
だ
け
で
は

封
建
的
と
規
定
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、

封
建 

的
如
靡
關
係
の
存
花
が
そ
れ
を
封
連
的
性
格
に
規
定
す
る〕

幾
i

題
が
殘
る 

わ
け
で
あ
る
が
、
又
經
濟
外
强
制C

こ
こ
で
は

共
同
體
的
規
制)

の
存
在
を
も 

っ
て
た
だ
ち
に
土
地
所
有
の
封
建
制
の
論
證
十
分
と
す
る
論
理
に
^
:
題
が
あ 

る
0本

稿
に
お
い
て
試
み
た
と
こ
ろ
は
、
I

直
接
坐
產
者
の
必
要
缺
く
べ
か
ら 

ざ
る
生
產
手
段
、
生
活
手
段
の
一
部
が
非
勸
勞
的
に
私
有
.
獨
古
さ
れ
、
直
接 

坐
產
者
た
る
小
農
民
と
土
地
所
有
者
と
が
、
生
產
手
段
、
生
活
資
料
の
占
有
を 

め
ぐ
つ
て
對
立
す
る
こ
と
、
し
た
が
つ
て
そ
の
關
係
に
基
づ
い
て
權
カ
支
配
が 

生
ず
る
こ
とC

無
傲
勞
働
給
付
、
出
入
慣
行
の
復
活)

、
I

立
木
販
寶
を
行

六

八

.(

七
一
八〕

う
il
l
林
地
主
の
場
合
、
N
家
の
よ
う
に
、
M
傭
勞
ii
に
よ
っ
て
伐
採
し
た
木
材 

を
商
第
資
本
家
.に
寶
渡
す
場
合
は
山
林
地
主
は
近
代
的
土
地
所
有
若
と
し
て
現 

わ
れ
る
が
、
，.
Y家
の
よ
う
に
直
接
山
割
り
と
し
て
立
木
の
ま
ま
阪
寶
す
る
と
き 

は
、
農
民
に
と
つ
て
封
建
地
主
と
し
て
立
'ち
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
、
何
故
な
ら 

ば
、
立
木
は
'土
地
所
有
の
經
濟
的
亩
已
實
現
形
態
と
し
て
の
地
代
で
あ
り
、
苗 

家
勞
働
に
よ
る
立
木
の
伐
採
は
、.
直
接
生
產
者
た
る
農
民
が
山
林
地
主
所
有
の 

山

林(

土
地)

を
占
有
し
、
貨
幣
地
代
を
支
拂
う
形
態
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で 

あ
る
。
こ
の
.ニ
點
.に
お
い
て
、
生
產
關
係
の
規
制——

窗
接
生
產
者
の
生
產
手 

段
の
占
豸
|
.
と
い
う
點
か
ら
し
て
自
作
■
的
土
地
所
有
の
半
封
雄
的
規
定
性 

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

(

訪
1)

福
，綠
大
學
の
厘
继
棒
氏
の
見
解
。r

改
艰
後
に
お
け
る
剡
建
的
農
業 

權
造
に
っ
い
て」

商
學
論
集
第
一
ニ
卷
第
ニ
號
。「

農
地
改
难
と
農
村
共
同 

體」

農
業
經
濟
矾
究
第
ニ
六
卷
第
三
號
。
 

•

+

(

一
九
五
五
•
七
.
一
五)

S
i
m
o
n

 

Kuznetz, 

Shares 

of 
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income 

g
r
o
u
p
s

 in I
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こ

こ

に

^

げ

る 

S
h
a
r
e
s

 

o
f
a
p
p
l
e
r

 

i
n
c
o
m

<5>

oq
s
c
p
g1-
J
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I
n
c
o
m
e

 

a
n
d

 

Sa
v
i
n
g
,

 

N
a
t
i
o
n
a
l

 B
u
r
e
a
u

 

o
f
o
c
o
n
o
m
i
c

 

research, 

1953 

の
'
敦

者

s
i
m
m
w
u
z
n
e
t
z

は
過
去
に
お
い
て
も
ア
メ
リ
ヵ
の
國
民
所
得
統 

計
に
っ
い
て
實
際
面
の
調
迤
を
通
じ
て
多
く
の
業
績
を
擧
げ
て
い
る
人
で
あ 

る
。
本
醫
も
同
樣
の
葸
味
で
統
計
資
料
と
し
て
の
價
値
に
っ
い
て
多
く
の
期
待 

が
か
け
ら
れ
る
。
元
来
ど
こ
の
國
で
も
家
計
調
赍
の
對
象
と
な
る
所
得
階
級
は 

比
較
的
少
頰
所
搏
者
の
階
層
に
限
ら
れ
て
居
り
、
主
と
‘し
て
社
會
政
策
的
觀
點 

か
ら
こ
の
领
の
階
級
の
生
活
內
容
の
分
析
が
重
視
さ
れ
た
。
し

か

し

國
民
經
濟 

の
發
肢
の
た
め
に
は
資
本
蓄
锁
が
I

條
件
で
あ
り
、
所
得
の
變
化
と
共
に
貯 

蓄
が
い
か
に
變
化
し
て
行
く
か
が
問
題
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
ケ
ィ
ン
ズ
經
濟 

學
の
出
現
以
後
、
世
界
の
學
屏
の
重
大
關
心
事
と
な
り
、
ア
レ
ン
.
ボ
I
レ
ー 

の
法
則
を
始
め
1

徙
尚
に
關
す
る
多
く
の
議
論
左
見
る
に
至
っ
た
。
し
か
し 

貯
蒂
の
行
え
る
階
級
は
比
較
的
高
徼
所
得
若
で
あ
り
、
こ
の
階
級
に
っ
い
て
の 

家
計
調
迤
が
な
い
た
め
、
こ
の
論
带
も
十
分
な
實
體
的
檢
討
を
缺
く
憾
が
あ
っ 

た
。本

臀
は
第
一
編
所
得
分
配
分
の
水
準
と
變
化
、
第
二
編
高
額
所
得
階
級
の
特 

—

評
及
び
，紹
介

 

■

性
、
第
三
編
所
得
と
貯
蓄
、
第
四
編
推
計
値
の
抽
出
と
そ
の
特
性
、
に
ょ
っ
て 

構
成
さ
れ
、

一
九
一
三
I
四
八
年
に
亙
る
ア
メ
リ
ヵ
の
統
計
資
料
に
關
す
る
記 

述
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
主
要
.な
結
果
を
紹
介
し
て
行
こ
ぅ
。
彼
は
先
ず
一 

人
當
り
所
得
の
順
に
人
ロ
と
所
得
の
累
積
度
數
を
訃
算
し
、
總
人
口
の
一
、三
、

五
％
が
受
取
■る
所
得
額
を
算
出
す
る
。
總
人
R
の
西
分
の
一
に
當
る
高
額
所
得 

集
團
の
所
得
額
は
總
所
得
の
十
五
％
、
五
%
の
人
口
が
受
取
る
所
得
は
ニ
九
.

七
九
％

で
あ
る(

一.九
一
九
I
三
八
年
平
均)

。
こ
れ
を
可
處
分
所
得
に
.換
算 

す
る
と
總
人
口
の一

%
が
ー
四
.
三
％
、
五
％
が
二
八•

五
％
の
可
處
分
所
得 

を
得
て
い
る.

(

但
し
非
農
家
の
み)

。
更
に
第
三
表
で
こ
の
所
得
の
內II_
 

所
得
の
.種
類
が
示
さ
れ
、
こ
れ
と
と
も
に
口ー

レ
ン
ッ
曲
線
の
資
料
が
與
え
ら 

れ
高
額
所
得
若
の
所
得
の
內
譯
は
最
高 

一
％
の
所
得
卷
の
所
得
で
は
配
當
が
三 

三
.
〇
％
で
勤
勞
所
得
の
三 

一
.ニ 

％
を
凌
駕
し
て
い
る
が
、
上
か
ら
四—

五 

%
の
階
層
で
は
勤
勞
所
得
が
總
收
入
の
六
〇•

八
％
と
壓
倒
的
に
多
い
こ
と
が 

目
に
っ
く
。

,

次
に
こ
の
構
成
比
！h

が
年
度
に
ょ
っ
て
ど
の
樑
に
潑
化
す
る
か
を
見
る
と
、

總
人
口
の 

一
％
、
五
％
に
當
る
高
額
所
得
の
所
得
割
合
は
一
九
一
九
1
三
八
年
e 

平
均
で
は
夫
々
一
三
.
 

一
％
、
ニ
四
•
七
％
で
あ
る
が
、
三
九
年
に
は 

一
一
•

九
％
、
二
三
.
七
％
に
夫
々
滅
少
し
て
居
;0
、

一
九
四
，六
年
に
は
.三
九
年
に
比 

ベ
て
も
更
に
ニ
.
九
％
及
び
五
•
三
％
の
双
少
を
見
て
い
る
。
非
農
家
人
口
の 

み
の
統
計
及
び
可
處
分
所
得
に
っ
い
て
も

略
々
類
似
の
結
果
が
見
ら
れ
る
。
こ 

れ
を
十
年
毎
に
區
切
っ
て
見
る
と
次
の
機
に
な
る
。.

1

ハ'.九 

'
 

(

七1

.九)

.



第 1 表 

都市と農村における支出の差

一人常り所得 農 家 ⑴ 農村非農家⑵ 都 市 ⑶ ⑶と⑴の差 ⑶と⑵の差 ’
ドノレ ドル ドル ドル . % %
100 148 125 190 + 28.4 +52. 0
200 212 216 239 + 12 .7 + 10.6
300 284 304 314 + 1 0 .6 + 3.3
400 341 B90 401! + 17 .6 + 2.8
600 430 542 • 5671 + 3 1 .9 

783 + 50 .0
+ 4. 6

900 522 751 十 4.3
1800 • 632 937 1068 +69.0 -|"14. 0
1700 1066 1350丨 十26, 6

都市の規模による支出の差

一人當り所得 ⑴小都市 (2)大都市 ⑶主要都市 ⑶と⑴の差 ⑵と⑴の差

ドル 

100
ドル

142 190
'

265
%  

+86. C + 33^
200 218 222 269 +23. 4 + 1.8
300 307 313 332 + 8 .1 + 2.0
400 397 398 465 + 4, 5 + 0.3
500 477 488 506 + 6 .1 + 2.3
600 557 573 594 +  6.6 +  2.9
Y00 641 647 681 +  6.2 + 0.9
900 769 795 847 -{-10.1 + 3.4

1000 832 871 926 + 1 1 .3 + 4.7
1200 993 1006 1085 + 9.3 + 1.3
1300 1057 1074! 1167 +10. 4 + 1.6
1800 1342 14l7i 1.608 + 19 .8 +  5.6

九
一
九—

四
五
年
に
お
け
る
こ
れ
等
各
數
値
は
第
二
表
の
如
く
に
變
化
し
て
い 

る
O
R
の
變
化
を
が
と
す
れ
ば
、11、=
1
„浐

>
+
1
«?>
+

>
,̂ 

%
 

を
得
る
。
卽
ち
R
が
變
化
し
て
も
高
額
所
得
者
と
少
額
所
得
者
の
只
が 

平
行
的
に
變
化
し
な
い
。
こ
、れ
に
反
し
尺
がR

、/
=
r
(
R
„
-
H
O
+
l
K
^
+

 

a
Y
r
+
a
,
.

な
る
形
で
變
化
す
る
場
合
に
は
、a

=
p

と
お
け
ば
、
的
厂
"

(

r
R
W
+
r
c
o
+

(

^

+

^

" 

(

r

^

g
+r
&

+
w

p

+

s

.

な
る
變
化
を
受 

け
る
。
し
か
し
右
の
調
赉
の
結
果
は
サ
ム
プ
ル
調
蜜

に

基
礎
を

お

い
て
い
る

た
 

め
.高
額
所
得
階
級
の
所
得
を
過
少
評
價
し
て
い
る
傾
き
が
あ
る
。
第
二
に
所
得 

別
分
類
に
よ
る
數
字
と
地
域
的
分
類
に
よ
る
數
字
と
を
比
較
す
る
と
貯
蒂
性
向 

の
型
は
か
な
り
不
規
則
な
も
の
と
な
る

。

第
三
に
*

1變
泐
に
よ
る
相
對
所
得 

の
變
俗
を
ど
こ
•ま
で
正
確
に
表
わ
し
得
る
か
の
問
題
が
あ
る
。
.第
四
に
消
費
支 

出
統
計
で
採
用
さ
れ
て
い
る
所
得
の
概
念
が
國
民
所
得
訃
算
に
使
用
さ
れ
る
際 

の
所
得
概
念
と
必
ら
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
第
五
に
貯
蓄
の
槪
念
に
つ
い
て
も 

同
機
の
こ
と
が
茇
え
る
。
第
六
に
所
得
と
貯
蓄
の
分
類
蕋
準
が
調
査
ご
と
に
異 

つ
て
い
石
と
い
ぅ
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
等
の
問
題
點
を
考
慮
し
な
け
.れ
ば
な
ら 

な
い
が
、貯
蓄
率
は
所
得
の
相
對
的
順
位
が
高
く
な
る
に
從
つ
て
向
上
す
る
が
、
 

あ
る
點
ま
で
来
る
と
そ
の
增
加
.の
速
度
は
鈍
化
し
停
滞
狀
態
と
な
る
。
從
つ
て 

高
額
所
得
者
の
貯
蓄
性
昀
は
比
較
的
安
宏
し
て
い
る
と
云
え
る
。
こ
の
こ
と
か
，
 

ら
資
產
寶
却
に
伴
ぅ
利
益
や
損
先
が
比
較
的
小
で
あ
る
と
す
れ
ば
高
額
所
得
若 

の
貯
蓄
率
は
戰
時
中
を
除
い
て
は
馑
少
の
變
動
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
と
結
論
で 

き
る
。
こ
の
安
定
性
の
理
由
と
し
て
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
は
第
一
に
次
の
理
論
を
述
べ 

る
。
i
を
所
得
、
e
を
支
出
、
k
冷
所
得
變
化
の
割
合
、
r
を
貯
蓄
性
向
と
す

K

 

w 

J
 
T

k
 

^

1

1 i 
十 i

h
—
a
k
e

 

—

 

I 

2
 
は

丨 

J

—

，
匀

丨

'

I 

《

p

+

s
-

 

w
 

x

{
丨《

p
+

s

1%人口 5%人口

19 13 -14  (下) -1 .8 9
14—18(上) -0 .10
18—19(下) 0.27 0.44
1分一‘20 (上） -0 .5 0 -0 .8 4
20—21(下） 1.16 B.40
21—23 (上) 一 0.61 —1.29
2 8 - 24(T ) 0.63 1.40
24—26(上) 0.51 0.48
26—27(下) 0.46 0,72
27—29(上) 0.05 0.06
29—32(下） —0.53 一 0.03
32ニ37(上) 0.02 -0 .3 8
37—38(下) —X-46 -1 .1 3
38—44(上） —0.48 —1.02
44—46(下） 0.20 +0.80

上 景氣上昇期

下……景氣下降期 

共に所得變化の百分率を示す

三
田
學
金
雜
誌
第
四
十
<
卷
第
九
號

11
%
人

の

所
得

四

五

四

八

-Jl

四
四
%

%
人
P
の

所
得

四

i —

ご}‘

九

九

%

九
1

一ら—

九

九
1

九

• l i  
1
四
八

こ
れ
を
景
氣
變
動
と
の
關
連
に
お
ぃ
k
見
れ
ば
、

と
な
る
。
非
農
家
所
得
及
び
可
處
分
所
得
に
關
し
て
も
こ
れ
に
類
し
た
統
計
が 

揭
げ
ら
れ
て
い
る
。
次
に
こ
れ
を
所
得
の
形
態
別
に
見
る
と
一
九
三
九
丨
四
八 

年
に
は 

一
%
人
ロ
の
高
額
所
得
者
で
は
勤
罾
趴
#
、
利
チ
、
配
常
等
が
減
少
し 

逆
に
企
業
家
所
得
が
增
加
し
て
い
る
。
五
％
人
口
で
は
こ
の
傾
向
が
吏
広
著
し 

い
。第
一
編
で
上
述
の
所
得
分
布
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
後
、第
二
編
で
は
收
入 

と
1

眾
位
及
び
經
濟
m
位(

一
世
帶
內
に
所
得
者
何
人
が
含
ま
れ
て
い
る
か〕 

の
關
係
が
先
ず
擧
げ
ら
れ
る
。
ミ
ネ
ソ
タ
に
お
け
る
一
九EI

七
年
の
調
奄
.
で
は 

:

五
％
人
ロ
、十
％
A
ロ
の
®

眾
位
は
夫
々

 

一
•
九
.三
、
ニ 

•
◦ニ
で
あ
り
、
一

七
0 

(

七
ニ
〇)

九
三
八
丨
九
年
に
お
け
る
經
濟
m
位
は
各 
一
•
四
九
で
あ
る
。i

九
三
五—

三 

六
年
に
お
け
る
五
％
人
口
の
一
人
當
り
消
費
率
は
全
髖
の
ニ
六
.七
％
に
常
り
、
 

戰
時
中
の
一
九
四
一
年
に
お
け
る
そ
れ
は
一
ー
〇

.
八
％
に
下
落
し
て
い
る
。
こ 

の
他
一
九
四
五
！
九
年
の
資
料
も
擧
げ
ら
れ
て
い
る
。
又
、
税
務
統
計
に
よ
っ 

て
總
所
得
、
純
所
得
、
貨
幣
所
得
の
分
布
を
得
る
こ
と
も
で
き
る
。
勤
勞
所
得
、
 

事
業
所
得
、
配
當
等
が
ど
の
機
な
，割
合
で
組
合
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
一 

九
三
五
、
六
年
の
具
體
的
數
字
が
擧
げ
ら
れ
る
。
か
く
し
て
' 一
九
一
四
丨
三
五 

年
に
亙
る
第
一
瓦
分
位
か
ら
第
五
百
分
位
ま
で
の
所
得
の
相
對
比
率
に
っ
い
て 

囘
歸
線
が
引
か
れ
、
各
年
度
に
お
け
る
變
化
率
が
所
得
の
種
類
ご
と
に 
ー/T
C
さ
れ 

る
。
第
五
章「

高
額
所
得
階
級
の
社
會
的
挫
格」

に
お
い
て
は
、
年
齡
別
性
別
の 

高
額
所
得
者
の
分
布
狀
態
が
擧
げ
ら
れ
更
に
こ
れ
を
職
業
別(

い
か
な
る
座
業 

に
從
事
す
る
か
と

iK

ぅ
程
度
の

>
、學
歷
別
分
類
が
示
さ
れ
る
。
他
方
消
費
統
計 

に
從
っ
て
世
帶
人
員
別
の
消
費
額
が
得
ら
れ
る
。
.そ
.の
他
、
大
中
小
都
市
別
及 

び
地
域
別
の
所
得
分
布
が
示
さ
れ
て
い
る
。
地
域
別
の
消
費
額
は
第
一
表
に
揭 

げ
る
如
く
、
農
村
よ
り
も
都
市
、
小
都
市
よ
り
も
大
都
市
の
方
が
同
額
の
所
得 

に
對
腦
す
る
消
費
は
犬
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
所
得
計
箅
の
方
法
に
問
題 

が
あ
る
の
か
又
は
デ
ュ—

セ
ン
べ
リ

ー

の
い
わ
ゆ
る
相
罾
趴
得
說
が
妥
當
す
る 

た
め
で
あ
み
か
は
斷
言
で
き
な
い
。
.

.

第
三
編
に
入
っ
て
貯
蓄
の
問
題
が
取
扱
わ
れ
る
。
高
額
及
び
少
額
所
得
.者
の 

所
得
率
を
失
々
0

と
お
く
。

一
 

九
一
九—

三
八
年
に
五
％
所 

得
者
の
疒
は
三
〇
％
で
あ
っ
た
。
又
•高
額
及
び
少
額
所
得
者
の
貯
蓄
の
割
合 

を夫々
とする。

1
と
8
の
比
率
は
所
得
水
準
に
砠
#
す
る
。
兩
所
得 

階
級
の
貯
翁
性
向
を
夫
々
»
1
4
と̂
し
、
そ
の
平
均
を
と
す
れ
ば
、

p
i
n 

,r
R
S
wご S

、=
l
w
/
/
R
;
f
,

,w
+
s
~
=
l
,

R
、

=
r
R
S
+
l
w
N 
で
あ
る
。

一



第一l[f分位の高額所得者 第四、五西分位の高額所得者

■總所得の割合 總貯蒂の割合 貯 W 性向 總所得の割合 總貯蓄の制合

% % % % %
1919 14.0 42. 10 5.9 5.3 21. 60

20 13.6 41.86 5.7 5.3 21.60
21 16.2 43.06 7.0 . 6.5 25.40
22 15.6 42.84 6.7 6.8 25.80
23 14.0 42.10 5.9 5. 6 22. 80
24 14. Y 42.48 6.2 6.0 24. 00
25 15.7 42. 88 6.7 6.4 25.00
26 15.8 42.92 6.8 6.3 24.60
27 16.5 43.15 7. 1 6.3 25.00
28 17.2 43.34 7.4 6.6 25.40
29 17.2 43.34 Y.4 6.2 24.60
30 15.6 42.84 6.7 6.7 25.40
31 15.6 42.84 6.7 7.4 27. 00
32 .15. 3 42. 72 6.5 7.5 27.35
33 14.4 42.38 6.1 7, 6 27.35
34 13.6 41.86 5.7 7.1 26. 20
35 13.6 41.86 5.7 6.8 25.80

45 9.5' .

38.40 3 . 6 4.0 17.00

第 2 表 

總 所 得 と 總 貯 蓄

三田學會雜認第

四
十
八
卷
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A
;
p
faン

k
と
a
と
が
凡
て
の
所
得
に
對
し
て
同
一
の
値
を
と
る 

と
す
れ
ば
高
額
所
得
者
か
ら
少
額
所
得
者
へ
移
行
す
る
に
從
つ
て
r
は
累
賴
的 

に
小
と
な
り
、(

:̂—

p

o
の
變
化
額
は
大
と
な
る
。
第
二
に
k

の
値
が 

一
{疋
な 

ら
ば
d
が
大
と
な
る
に
つ
れ
て
貯
蓄
率
は
小
と
な
る
。
第
三
.に
a
の
値
が 

一
0 

な
ら
ば
貯
蓄
率
の
變
化
は
k
と
共
に
變
化
す
る
。
實
質
所
得
が
減
少
す
る
時
に 

は
少
額
所
得
に
對
し
て
は
消
費
は
非
彈
カ
的
、
高
額
所
得
に
對
し
て
は
彈
力
的 

と
な
る
か
ら
こ
れ
等
の
理
由
は
比
較
的
良
く
妥
常
す
る
。

第
二
の
理
由
は
高
額
所
得
者
に
對
し
て
は
消
費
は
彈
カ
的
で
あ
り
资
產
の
大 

部
分
が
こ
の
層
に
集
ホ
し
て
い
る
こ
と
を
擧
げ
得
る
。
.
好

況

に

ょ
つ
て
こ
れ
等 

の
資
産
が
增
加
し
高
額
所
得
者
の
消
費
は
一
餍
刺
戟
さ
れ
る
。
投
資
の
增
大
の 

印
瀠
が
.殘
り
樂
觀
的
傾
向
が
起
り
實
際
の
資
產
價
値
以
上
に
消
費
す
.る
。
第
三 

に
特
殊
の
型
の
所
得
變
化
は
短
期
に
お
い
て
は
所
得
水
準
を
異
に
す
る
に
っ
れ 

て
貯
蓄
率
の
變
化
を
生
み
出
す
。
農
家
と
非
農
家
の
貯
蓄
率
の
差
は
こ
の
理S

 

か
ら
說
明
で
き
る
。
し
か
し
命
業
家
の
場
合
に
は
ー
殷
消
費
者
ょ
り
も
貯
蓄t

 

は
高
く
な
り
、
不
況
時
に
は
農
業
企
業
の
ゥH

ィ
ト
は
大
と
な
り
好
況
時
に
は 

低
ぐ
な
る
。
そ
の
た
め
不
況
時
に
は
貯
蔡
舉
が
高
ま
り
、
國
民
經
濟
全
體
に
っ 

い
て
考
ぇ
た
と
き
の
ほ
^

性

向

の

安

宠

性

に

役

立

っ
の
で
あ
る
。

以
上
が
第
一
編
か
ら
第
三
編
ま
で
の
耍
點
で
あ
る
が
、
第
四
、
五
編
は
虫
と 

し
て
資
料
の
問
題
で
第
七
章
迎
邦
政
府
の
所
得
税
收
入
の
ヵ
ヴ
ァ
レ
L
チ
、
第 

八
章
基
礎
的
諸
變
數(

產
業
別
人
ロ)

、第
九
韋
所
得
範
圍
の
調
整
、
第
十
章
分 

類
の
調
整
、
第
十
一
章
評
憤
の
信
賴
度
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
貯
蓄
倥
向
安 

定
性
に
關
す
る
議
論
の
外
は
殆
ん
ど
資
料
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
税
務
統
計
や 

消
費
統
計
を
集
大
成
し
て 

一
ニ
六
に®;
る
詳
細
な
表
を
作
成
し
實
態
把
握
に
努 

め
た
點
は
大
い
な
る
收
獲
で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
た
だ
消
費
性
向
の
議

論
で
は

一
人
常
り
最
高
所
得
階
級
が

一
萬
ド
ル
で
止
ま
っ
て
い
る
の
は
、
ァ
メ 

リ
力
と
し
て
果
し
て
十
分
な
も
の
■で
あ
ろ
ぅ
か
。
わ
が
國
に
お
い
て
も
高
額
所 

得
者
の
家
訃
調
赍
の
實
施
が
望
ま
れ
る
所
奴
で
あ
る
。

(

鈴

木

諒

じ

M

.
フ
リー

ド
マ
ン
界

『

實
證
經
濟
學
の
方
法
論

』
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i
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i
c
s
.

 

P
a
r
t

 1
,
pp. 

3
1
4
3
, 

19530

.玆
に
書
評
し
ょ
う
と
思
ぅ
論
文
は
ミ
ル
ト
ソ
•
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
實
證
經
濟 

學
論
文
集
の
第
一
部
序
論
と
し
て
翳
か
れ
た
實
證
經
濟
學
の
方
法
論
に
關
す
る 

も
の
で
あ
る
。
云
ぅ
ま
で
も
な
く
近
代
の
科
學
と
ーK

わ
れ
る
も
の
は
何
ら
か
の 

意
味
で
實
證
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
ぅ
事
を
そ
の
根
本
的
前
提
と
し
て 

い
る
。
諸
事
物
、
諸
現
象
を
如
何
な
る
ド
グ
マ
か
ら
も
離
れ
て
そ
の
も
の
に
卽
. 

し
て
あ
る
が
ま
ま
に
糊
察
し
、こ
れ
を
分
析
、
㈣

_
し
、̂:
| %

す
る
と 
一.

K

ぅ
賢
證 

的
精
神
が
近
代
科
學
な
る
知
識
の
體
系
を
坐
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
經
濟
. 

學
の
諸
々
の
硏
究
分
野
に
お
け
る
認
識
も
す
ベ
て
實
證
的
認
識
た
る
の
性
質
を 

有
す
る
も
の
と
意
圖
さ
れ
て
い
る
。
併
し
こ
こ
で
フ
リ
I
ド
マ
ン
が
實
證
經
濟 

學
と
ーK

ぅ
時
、‘
そ
れ
は
所
謂
近
代
經
濟
學
的
經
濟
理
論
を
意
味
し
て
居
り
、
從 

っ
て
か
か
る
經
濟
理
論
の
方
法
論
的
考
察
を
な
し
て
い
る
も
の
と
解
す
る
事
が 

出
来
る
。
勿
論
彼
の
論
文
は
一
論
文
ズ
あ
っ
て
、
そ
の
全
般
を
盡
く
す
も
の
で 

は
な
い
。
彼
が
こ
の
論
文
で
特
に
明
ら
か
に
し
ょ
ぅ
と
し
て
い
る
論
點
は
、：
先

書評及び紹介

. 

、

_

ず
實
證
科
學
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
云
う
事
、
次
に
實
證
科
學
の
理 

論
或
は
假
說
の
も
っ
假
{疋a

s
s
u
m
p
t
i
o
n

な
る
も
の
は
如
何
な
る
性
®
と
意 

義
を
有
す
る
も
の
で
'あ
る
か
と
云
う
點
で
あ
る
。
彼
は
先
ず
實
證
科
學
を
規
範 

科
學
及
び
技
術
か
ら
區
別
す
る
周
知
の
論
議
を
な
し
、
前
者
は
後
一
一
者
.か
ら
獨 

立
し
て
、
=wh

a
t

 is:

に
關
す
る
問
題
を
取
扱
い
正
確
な
豫
言
を
な
し
う
る
法 

則
の
確
立
を
i
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
に
對
し
て
、
後
若
は
前
者
か
ら
區
別
さ 

れ
な
が
ら
も
そ
れ
.か
ら
獨
立
で
は
あ
り
得
な
い
と
一K

う
。
而
し
て
現
代
の
歐
米 

諸
國
に
お
い
て
は
、
經
濟
政
策
に
っ
い
で
の
相
違
は
、
そ
の
根
本
的
な
僧
値
目 

標
の
相
違
に
よ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
或
る
政
策
の
經
濟
例
效
果
に
っ
い
て
の
意 

見
の
そ
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
實
證
經
濟
學
の
發
展
に
よ
っ
て
の 

み
經
濟
政
策
上
の
一
致
が
達
せ
ら
れ
る
も
の
と
な
し
、̂

■

經
濟
學
の
重
要
^

、 

そ
の
優
位
性
を
主
張
し
て
い
る
。
然
ら
ば
彼
の
實
證
科
學
と
は
如
何
な
る
も
の 

で
あ
る
か
。
彼
に
よ
れ
ば
、r

實
證
科
學
の
窮
局
的
S
標
は
未
だ
觀
察
さ
れ
ざ 

る
現
象
に
つ
い
て
妥
當
な
、
そ
し
て
有
意
味
な(

卽
ち
^
明
で
は
な
い〕

濠
言 

を
生
ず
る
"
理
論
"
或
は
"假
説
"
の
發
展
で
あ
る
。」

而
し
て
こ
の
理
論
或 

は
假
說
な
る
も
の
は
、
ニ
.っ
の
要
素
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
卽
ち
ー
つ
に
は「

體 

系
的
な
組
織
化
さ
れ
た
推
理
方
法
を
助
長

せ
ん
と
：企
て
ら
れ
た
言
葉
^
ロ
§
丨
 

a
g
e
」

で
あ
り
、
他
方
そ
れ
は「

複
雜
な
現
實
の
本
質
的
な
特
徵
を
相
出
せ
ん 

上
企
て
ら
れ
た
實
質
的
假
說」

で
あ
る
とik

う
。
又
彼
は
耷
う
、r

假
說
は
ニ 

つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
と
見
做
し
う
る
、
卽
ち
第
一
に
そ
れ
は
〃
現 

實

の
.1
&

界
"
よ
り
も
單
純
な
、
そ
し
て
そ
の
假
說
が
重
要
で
あ
る
と
主
張
す
る 

諸
カ
の
み
を
含
ん
で
，
い
る
.

概
念
的
批
界
或
は
抽
象
的
模
型
で
あ
り
、
第
二
に
、

.
 

そ
の
〃
模
型
"
が

"現
實
の
世
界
"
、
の
十
分
な
表
現
と
考
え
ら
れ
う
る
桢
類
の 

現
象
を
明
確
に
'し
、
そ
し
て
模
翻
と
糊
察
し
う
る
現
象
と
に
お
け
る
變
數
或
は

. 

.
七
三
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